
様式２

市民芸術祭，ジュニア芸術祭の参加
者数

指標①
（総合計画
に基づく指

標）

指標②

国により，平成２３年２月に「文化芸術の振興に関する基本的な方針（第３次基本方針）」が閣議決定し，文化芸術の振
興を公共政策と位置づけ，以後５年間を見通した文化芸術の振興を総合的に推進するとされた。また公益法人制度改革に
より，財団の役割が法により明確化できるようになった。

少子高齢化により文化芸術の担い手が減少している。
③施策を

取巻く環境

④
施
策
の
達
成
状
況

①施策名

指標④
（特記事項）

国・県等の動向

・２２年7・１１月の社会教育委員の会議で次の意見が出された。①「ジャズ」を活用したまちづくりについてアピールできれば，宇都宮が
文化的に認知される。②次世代に繋げる子どもの事業に取り組み，本物を見る目を育てるべきである。③既存施設の防音対策を行うなど，き
めこまかな市民の文化活動を支援してほしい。
・平成２１年度に行った市民の文化に関する意識調査を実施したところ，「青少年の文化芸術に対する関心を高める事業を充実する」ことに
ついて要望が高かった。
・平成22年度の「宇都宮市の文化に関する調査」において「ジャズのまちづくり事業」に約６割が参加または知っていると回答している。ま
た，「うつのみや百人一首市民大会」については約２割にとどまった。

外部意見
その他

指標③

市民が，主体的に芸術文化活動を展開しています。

施　策　指　標（単位）

成
果
が
見
ら
れ
る
点

改
善
の
必
要
な
点

市民芸術祭等の文化活動の参加者が増加しており，施策目標はほぼ達
成している。

平成２４年度の施策目標は既に達成しているが，更に市民の文化活動
の質の向上を目指すために，財団との連携の強化を図るとともに，
ハード面における文化活動環境の充実に努める必要がある。また，引
き続き市民の文化活動を促進するため，本市の特性である誇れる文化
資源を活用し，次世代に引き継いでいくことが必要である。

芸術文化の専門的知識を持つ財団法人うつのみや文化創造財団において，さらに自主性を高めた独
自の事業展開を進めていくとともに，教育普及啓発事業のさらなる拡充に努める。

文化活動への市民参加のきっかけづくりとして，また本市独自の文化素材である「小倉百人一首」
の市民定着を図るため，平成２３年度については，市民や児童が「百人一首」に触れることのでき
るイベントを開催する。また，学校の現場においても児童が「百人一首」に触れる機会の拡大を目
指す

各種事業が市民の間に定着してきており文化活動環境の充実に寄与しているが，今後は市と民間の
役割分担に基づき，市民協働のもとジャズのまちづくりを推進する。

事業が市民の間に定着してきており文化活動環境の充実に寄与しているが，今後は市と民間の役割
分担に基づき，市民協働のもとジャズのまちづくりを推進する。

―---―
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今後更に市民の文化活動への参加のきっかけとなるよう，有効な資料の活用方法を検討し，市民ボ
ランティアが主体となった事業展開を推進する。

芸術文化の専門的知識を持つ財団法人うつのみや文化創造財団において，さらに自主性を高めた独
自の事業展開を進めていくとともに，教育普及啓発事業のさらなる拡充に努める。
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Ｈ７
文化課

活　動　指　標　等

(千円)

1,979

目標値 事業費

●

不十分である
説
明

市民芸術祭においてミュージカル部会が発足するなど，市民が主体となった新分野の
活動が生じており，また市民芸術際軽音楽部会の事業の観覧者数が増えるなど，個性
ある市民文化が定着しつつあることから，本施策は有効であると言える。

目標値

(千円)

2 1

●

達成している
（90％以上）

●

十分である

Ｈ２１

実績値

2

開始
年度

実績値

市民芸術祭においてより質が高く，個性的で創造的な事業を実施していくために体制等見直しを図る。

適切性
（適切な事務事業
の選択，実施）

（政策目標への効果）

Ａ 継続

継続

継続Ａ

Ａ

実績値

⑦
現
状
分
析
と
課
題
の
抽
出

（

③
～

⑥
を
踏
ま
え
た
分
析
）

「ジャズのまち」が定着してきたことにより，中心市街地で実施している市民芸術際
軽音楽部会の事業の観覧者数が大幅に伸びたとともに，新たにミュージカル部会が発
足し，新事業が開催され参加者・観覧者が増えたことにより，目標値を大きく上回っ
た。

不十分な事業
が複数ある

減少している
説
明

平成２２年度の市民意識調査によると，本施策の重要度が1.4ポイント上昇してお
り，必要性が高まっている。

説
明

Ｈ２０

―---―
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100,391

Ｈ１９：基準

目標値

112,000110,000

101892 114,221

担当課 文化課

総合計画
　政策の柱

政策目標
（基本施策目標）

本市の誇りである地域文化が市民の手により育まれ，魅力あ
ふれる個性的な市民文化・都市文化が創造されています。

「個性的な市民文化・都市文化を創造する｣ため，市民の自主的な文化活動を推進するための「文化活動環境の充
実｣，市民の文化遺産・伝統文化に対する意識を高めるため「文化的資源の掘り起こし，保存，継承｣に重点的に取
り組みます。

市民の学ぶ意欲と豊かなこころを育むため
に

政策名
（基本施策

名）
個性的な市民文化・都市文化を創造する

取組の
　基本方向

№ 事　　　業　　　名

2

施　策　カ　ル　テ
１　施策の位置付け

２　施策の現状と達成状況，課題の抽出

４　施策を構成する事務事業一覧

文化活動環境の充実

②施策目標

6
美術館事業

市民等 Ｈ９ 事業数
担当課

3

4

94,84683,925

0 1,260
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妖精資料活用事業
市民等

ジャズのまち活性化事業補助金
市民等 Ｈ２２

担当課

文化課

実績値

事業の
方向性

Ｈ２２

重点度
（Ａ～Ｃ）

―---―

文化振興の核となる人材育成や財団法人うつのみや文化創造財団との連携の強化を図
る必要があるとともに，ハード面においては，既存施設の防音対策の遅れなど，多様
な文化活動を支援するための文化活動環境が十分整っているとは言えない。

施 策 目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 方 針事業費

―---―

同左
⑨政策評価
会議意見

（住民・社会ニーズ）

説
明

増加している
必要性・緊急性

（単年度目標）
達成していない概ね達成達成度

（70％～90％未満） （70%未満）

目標値

118,000

―---―

115,000

120,938

達成率
(%)

目標値

Ｈ２４：目標

―---―

120,000

100.8%

#DIV/0!

#DIV/0!

―---―

不十分な事業
が一部ある

Ｈ２３Ｈ２２

目標値

実績値実績値

―---―

Ｈ２１

目標値

実績値

文化課

重点事業

３　今後の取組方針

⑧取組の
考え方

見直し事業

魅力ある市民文化・都市文化の創造のため，市民の文化活動の支援を推進するとともに本市の文化資源の活用を促進する。

市民の文化活動に対する育成・支援を行い，特に本市の特色ある文化資源である「ジャズ」「百人一首」「妖精」などについて全国的にも評価されるような取組を推進するとともに，次世代の文
化の担い手となる若者などに対する文化振興事業を推進することで，市民の自主的な文化活動につなげる。

横ばい⑥
施
策
の
評
価

市民の
施策重要

度
33.9% 48.8%

⑤
市
民
意
識
調
査
結
果

市民の
施策満足

度

48 51

総論

Ｓ５４
担当課

Ｈ１６
文化課

文化課
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市民等
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Ａ

Ａ

有効性

対　　象　　者

● 十分である
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様式２

市民の文化芸術の振興のための教育普及事業等実施の中核を担う組織として，適切な支援を行う。

更に質の高い事業の展開を目指し，行政の役割の見直し等（財団への事務移管等）について，検討
する。

6

6

15,150

48 20
240

4,490

1

1

1

2

2

7,690

助成によって，補助対象者の文化活動が活性化を目指す。100

28,114

14,068

継続

継続4,490

3,329 見直し

見直し

1,800

補助対象団体数
（Ｈ２０までは補助対象者数）

1,800

今後の活躍が期待できる若手芸術家の選出，
質の高い成果発表機会の創出

（Ｈ２０までは選考委員会開催数，受賞者の発
表数）

市民芸術祭開催事業数

2

16

事業数
15

416,251

Ｓ６２
芸術文化団体派遣補助金

全国大会出場団体
60

補助対象者数
30

担当課

施　策　事　業　費　合　計 413,746

文化会館整備事業（単独）

財団法うつのみや文化
創造財団

28,114

1

28,114

財団法人うつのみや文化創造財団運営補助金
Ｈ１４

文化会館 Ｓ５４

2

Ｃ

Ｃ

Ａ

Ｂ

B

8

14

工事費

担当課
13

文化課

文化課

文化課

44,439

15,150 継続

継続

3,330

9
美術館整備事業

美術館 Ｈ９
担当課 文化課

1,800
4,490

工事費

3,967ジュニア芸術祭開催事業数

担当課

6
3,980

6

15,150

10
宇都宮エスペール文化振興事業

若手芸術家・市民 Ｈ１３
担当課 文化課

7
ジュニア芸術祭共催事業負担金

小中学生 Ｈ１１
担当課 文化課

11
市民芸術祭共催事業負担金

市民等 Ｓ５５
担当課 文化課

継続
次世代の文化振興の担い手となる子どもたちの教育分野にかかる文化芸術の発表の場として，学校
との協力体制を強化する等運営に工夫をしながら事業を継続する。

若手芸術家育成のため，平成２３年度から，宇都宮エスペール賞受賞者と市民がふれあいの場を提
供する育成支援事業（プロポート事業）と宇都宮エスペール賞授与を隔年で開催することに見直し
た。

Ａ

Ａ

経年劣化が進み，施設の整備・更新箇所が増えていることから整備内容等を十分精査し，市民ニー
ズに対応した計画的な整備・更新を進めていくことが急務である。

経年劣化が進み，施設の整備・更新箇所が増えていることから整備内容等を十分精査し，市民ニー
ズに対応した計画的な整備・更新を進めていく。

24
7,237

16 24

12
文化協会事業補助金

文化協会 Ｓ５４
担当課 文化課

15
今後も継続的な支援を行うことで，市民主体の文化活動を促進する。1,533

15 15
1,533 B 継続
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